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ブルガリア月報【２０１4 年9 月】

平成２６年１０月

在ブルガリア日本国大使館

概観

【政治・社会】

・５日，１０月５日に行われる国民議会総選挙へ向けた選挙活動が開始した。



【経 済】

・１６日，コーポレート商業銀行（ＣＣＢ）の主要株主であり，国際指名手配中のヴァシレフ氏が

ベオグラード警察に出頭した。また，同日，ブルガリア中央銀行（ＢＮＢ）は，ＣＣＢ及び子会社

ヴィクトリア商業銀行の特別監視を２ヶ月延長し，それぞれ１１月２０日，同月２２日までとする

ことを決定した。

・１９日，国家エネルギー・水規制委員会（ＳＥＷＲＣ）は，家庭用電力料金を１０月１日から１

０％近く引き上げるべきとの提案を行った。（注：１０月１日，本件値上げが最終決定された。）



【我が国との関係】

・日ブルガリア外交関係再開５５周年にあたる１２日，岸田外相とミトフ外相はメッセージの交換

を行った。

・１２日，日本大使公邸において，両国の外交関係再開５５周年を記念して，今年度の外務大臣表

彰伝達式，公館長表彰授与式が行われ，二国間関係の発展に貢献のあった計１４の個人・団体が表

彰された。


この月報はブルガリア各種メディアの報道等をとりまとめたものであり，在ブルガリア日本大使館の意見や判断を反映するものではあ

りません。

政治・社会

１．内政

（１）総選挙に向けた動き

◆選挙活動の開始

５日，公式な選挙活動が開始した。ＧＥＲＢは

７日，アリーナ・アルメエツにおいて集会を行い，

選挙活動を開始した。１万５千名の支持者が出席

し，洪水被害者への黙祷から集会が開始され，ボ

リソフ党首の演説やコンサートが行われた。

ＢＳＰは５日，国立文化宮殿（ＮＤＫ）におい

て選挙活動を開始した。資金はミズィヤ市での洪

水被害者に寄付されたため，コンサートは行われ

なかった。

ＭＲＦのメスタン党首は，選挙活動の開始にあ

たり，党の有権者に対しビデオ・メッセージによ

り演説を行った。

「検閲のないブルガリア」は５日，スタラ・ザ

ゴラ市において選挙活動を開始し，５千名以上が

参加した。

ＡＢＲ（ＡＢＶ）は５日，ヴァルナ市の劇場で

のコンサートとともに選挙活動を開始した。

５日，中央選挙管理委員会（ＣＥＣ）は，総選

挙に立候補する候補者総数は６，０７６名である

と発表した。全２５の政党と連合（１８の政党と

７の連合）の他，５名の無所属候補者が立候補し

た。

◆選挙人名簿の改善
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８日，グネフ内務次官は，公正な選挙のための

市民委員会の会合において，選挙人名簿の有権者

数と有効な身分証明を所持する実際の有権者数と

の差はわずかとなっており，選挙人名簿に１００

万人の実在しない有権者が含まれているとの主張

は正しくない，と述べた。

◆ＯＳＣＥ特別選挙監視団の始動

９日，欧州安全保障協力機構（ＯＳＣＥ）民主

制度・人権事務所（ＯＤＩＨＲ）は，ブルガリア

の総選挙に向けた特別選挙監視団（ＬＥＯＭ）を

公式に始動した。グローバー大使が率いる本監視

団はソフィアベースの１２名の専門家による中心

チームから構成される。さらに，１４名の長期監

視団が１４日から国内に配置される。期間中，監

視団は政府関係者，政党関係者，市民社会代表，

メディア等と面会する。グローバー大使は，監視

団は新選挙法の適用，選挙管理機関の運営，機械・

選好投票，選挙活動が行われる環境，選挙活動資

金，メディア報道，不正及び票買収の報告等を含

む様々な事項を注視する予定である，と述べた。

◆票買収は１５～２０万票との予測

１５日，数学者で選挙の専門家であるミハイ

ル・コンスタンティノフ氏は，選挙委員会の会合

において，今度の総選挙では１５～２０万票が買

収されるだろう，と述べた。同氏によると，対価

は通常，投票前に支払われる。また，票買収は地

方自治体のかなりハイレベルの人達の間で行われ

ている。

◆試験的機械投票の実施

１６日の報道によると，今回の総選挙ではキュ

スティンディル市，ドゥプニッツァ市，ペルニッ

ク市，プレヴェン市，ソフィア市などの３００の

投票所で機械投票が試験的に実施される。機械投

票は２０１６年に全国的に導入される予定である。

◆欧州評議会議員会議（ＰＡＣＥ）代表団の

選挙前派遣

１８日及び１９日，ドリス・フィアラ団長が率

いる欧州評議会議員会議（ＰＡＣＥ）の４名の代

表団が，総選挙前の選挙活動及び政治状況評価の

ため，ソフィアに派遣された。同代表団は，プレ

ヴネリエフ大統領，ブリズナシュキ首相，政党及

び連合の代表者等と面会した。

（２）政党の動き

◆メスタンＭＲＦ党首とエルドアン・トルコ

大統領との面会

１２日のトルコ報道によると，ＭＲＦのメスタ

ン党首は，アンカラでトルコのエルドアン大統領

と面会した。会談はカンカヤ大統領官邸で行われ

た。会談の内容についての公式な情報はなく，会

談は密室の中で行われた。トルコのメディアによ

ると，これは，エルドアン大統領とＭＲＦ党首の

初めての会談である。エルドアン大統領は，最近

まではＭＲＦから離党し「自由と尊厳のための人

民党」（ＰＰＦＤ）を結成したカシム・ダル及びコ

ルマン・イスマイロフと主に連絡をとっていた。

トルコ在住ブルガリア人組織のメンバーは，今

回，エルドアン大統領とメスタン党首は１０月５

日のブルガリアの国民議会総選挙について議論し

たのだろうと推測している。今回の会談について，

イスタンブール在住のブルガリア人活動家は，ト

ルコ政府とＭＲＦの関係は雪解けとなった，と述

べた。

◆改革派ブロックの党首選挙が延期

１４日，改革派ブロックの党大会において予定

されていた同党の単一党首の選挙が延期された。

なお，同日の党大会が選挙活動の公式開始となっ

た。ＵＤＦのルカルスキ党首は，党首選出の規則

に関して合意に達しなかった，と述べた。次期党

大会は１１月１０日に予定されている。



◆「検閲のないブルガリア」

１５日，「検閲のないブルガリア」のバレコフ党

首は，総選挙のためにトルコからバスでやってく

る投票者を阻止するために，１０月１日から６日
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までの間，カピタン・アンドレエヴォのトルコ国

境を封鎖する予定である，と述べた。



（３）その他

◆ＮＡＴＯビジョン２０２０に関する論争

１日，政府安全保障評議会は，「ビジョン２０２

０：欧州の国防におけるブルガリアとＮＡＴＯ」

を承認した。先週，ロシアはブルガリアにとって

脅威の一つであるとする本文書の記述が国防省の

ウェブサイトに掲載されたことから，論争が巻き

起こっていた。プレヴネリエフ大統領が本文書を

ＮＡＴＯの公式な立場に沿うものとして歓迎する

一方，ブリズナシュキ首相は，本文書は危機を引

き起こすもので，撤回して修正するべきである，

と述べた。ＡＢＲとアタッカは本文書を非難し，

シャラマノフ国防相の辞任を求めた。その後，本

文書はウェブサイトから削除された。同文書はロ

シアに関する記述を和らげるように修正され，安

全保障評議会で承認された。

ビジョン２０２０は対外安全保障環境の最新評

価を行い，国防における投資を判断し，ＮＡＴＯ

の議論に沿った国防費の増大方法について記述し

ており，ＮＡＴＯウェールズ会合でのブルガリア

の立場を反映するものとなっている。

◆南東部での洪水被害

７日，新たな洪水被害が発生し，ブルガス市，

スタラ・ザゴラ市を含む南東部が最も大きな被害

を受けた。南海岸部で３名の被害者が出た。また，

洪水によりブルガス市及びプリモルスコ市は甚大

な損害を受け，２００家屋が浸水した。ディミト

ロフグラッド市，ハスコヴォ市，ハルマンリ市近

隣でも道路や鉄道の損壊などの被害が発生した。

ブルガス市は８日を服喪の日とした。

洪水被害を受け，ＧＥＲＢの選挙候補者は被害

地域でボランティア活動を行った。「検閲のないブ

ルガリア」も同様の活動を行った。

◆ブルガリア軍の増兵

９日の報道によると，暫定内閣はブルガリア軍

の兵士を２，０４０名，軍情報部や軍警察といっ

た国防省直属の組織と併せて２，４６０名を増員

することを決定した。ＮＡＴＯはウクライナ危機

を受け，黒海地域のプレゼンスを高める決定を行

っている。増員の結果，ブルガリア軍は文民を含

め２６，１００名から２８，１４０名となる。そ

のうち２５，３６０名は軍人である。ブルガリア

軍及び国防省傘下の組織の合計人数は３７，１０

０名から３９，５６０名に増加する。そのうち軍

人は３０，６１０名である。

◆ゲオルギエヴァ欧州委員が次期予算・人事

担当欧州委員会副委員長に指名

１０日，ユンカー次期欧州委員長は，次期欧州

委員会の委員リストを発表した。ブルガリアのク

リスタリナ・ゲオルギエヴァ欧州委員は次期予

算・人事担当欧州委員会副委員長に指名された。

ユンカー次期欧州委員長は，ゲオルギエヴァ氏に

ついて，同氏は国際協力・人道援助・危機対応担

当委員として確実に仕事をし，めざましい国際ネ

ットワークを作り上げた，と述べた。ゲオルギエ

ヴァ氏は予算・人事担当副委員長として，職務分

野において他の副委員長と緊密に協働し，全委員

の業務を指導する。

同日，ブルガリアのミナ・アンドレエヴァ氏が

ユンカー次期欧州委員長の３名の報道官のうちの

一人となることが発表された。同氏は，ヴィヴィ

アン・レディング司法担当欧州委員の報道官を務

めていた。

◆イラク・シリア情勢に関する動き

２４日，シャラマノフ国防相は，ブルガリアは

イスラム国の軍事集団に対抗する米国主導の連合

に参加する予定はない，と述べた。同相は，ブル

ガリア空軍は必要な装備が不足しているのでその

ような集中共同軍事行動に参加することはできな

い，我々が支援策として実施しようとしているの

は，人道支援の供与及びＥＵ及びＮＡＴＯ同盟国

と共同での軽火器及び弾薬の提供である，と述べ

た。
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３０日，国防省は，イラク政府に１，８００個

の軽火器及び６００万発の弾薬を提供した，と発

表した。これらの武器は５９６万レヴァ（３０５

万ユーロ）相当額であり，ブルガリア軍の余剰在

庫から提供された。今回の武器の提供は，イラク

政府がイスラム国軍事集団の脅威へ対抗すること

を支援する目的で行われた。

◆難民に関する動き

２５日，シルパンリエフ国家難民庁長官は，ブ

ルガリアに不法入国した４，５５０名が難民の地

位を求めて待機している，と述べた。そのうち８

２％はシリア人である。子供を含む２，１１７名

は収容施設に居住しており，２，６７３名が施設

外に居住している。同長官は，難民の１２名につ

いてテロ組織との関連が疑われるため国家保安庁

の監視下にある，と述べた。

２９日，国家難民庁はブルガリアへの更なる難

民流入が予測されると発表した。バルバノフ同副

長官は，施設の収容定員は６，０００名であるが，

年末までに満杯となることが見込まれる，と述べ

た。１ヶ月間で１，０００名の難民がブルガリア

に入国している。同副長官は，以前は第三国に出

国する難民が多かったが，現在はブルガリア国内

に滞在する難民が多くなっている，と述べた。



２．外政

◆プレヴネリエフ大統領：ＮＡＴＯウェール

ズ首脳会合出席

５日，プレヴネリエフ大統領は，ＮＡＴＯウェ

ールズ首脳会合に出席し，ブルガリアは国防能力

のための投資の約束を果たすと述べた。ＮＡＴＯ

首脳会合は今後１０年間で徐々に国防費を増額し，

各国がＧＤＰの２％までにすることに合意した。

同大統領は，ブルガリアの「ビジョン２０２０：

欧州の国防におけるブルガリアとＮＡＴＯ」はＮ

ＡＴＯ加盟国間や加盟国国内の防衛産業との協力

のための枠組みとなる文書だと述べた。同文書に

つきシャラマノフ国防相が発表を行った。

同大統領は，東方加盟国領土に共同対処部隊の

司令部を設置する提案を支持した。また，ブルガ

リアは，ヴァルナにある黒海の領海内監視を行っ

ている国内司令管制センターをＮＡＴＯの遠隔管

制センターに転用すること等を提案した。ブルガ

リアはウクライナ軍事情勢への対応のための基金

に５０万レヴァの協力を行う意図表明を行ったが，

この資金は国内でウクライナ兵士の治療への協力

ために使われる。大統領は，ブルガリア国内には

ＮＡＴＯが所有する基地はなく，ウクライナに派

兵することはない，と述べた。

◆プレヴネリエフ大統領：アゼルバイジャン

訪問

１９日及び２０日，プレヴネリエフ大統領は，

南ガス回廊建設の着工式に出席するためアゼルバ

イジャンを訪問した。

１９日，同大統領は，アゼルバイジャンのイル

ハム・アリエフ大統領と会談し，ガス供給源の多

角化のためのパートナーとして協力を進めると述

べたほか，共同声明に署名した。

２０日，着工式に出席した同大統領は，ギリシ

ャ・トルコ間のガス連結管建設プロジェクトは南

ガス回廊の一部と考えるべきであり，それにより，

ブルガリア及びルーマニア，セルビア等の近隣諸

国への大量のガスの供給が可能になると述べた。

式典にはアリエフ・アゼルバイジャン大統領のほ

か，アルバニア，英国，グルジア，伊，米，トル

コ，モンテネグロの代表が出席した。

同日，ブルガリア経済エネルギー省は，ブルガ

リアとアゼルバイジャンのガス会社により，ブル

ガリアと南東欧諸国へのガス供給の保障と多角化

のための２つの覚書の署名式が行われたと発表し

た。ブルガルトランスガス社とアゼルバイジャン

国営石油会社（ＳＯＣＡＲ）は，チレン・ガス貯

蔵施設の開発プロジェクトに関する協力に関する

ＭＯＵに署名した。また，ＳＯＣＡＲとブルガル

ガス社は，ブルガリア・ギリシャ間の連結管を用

いて２０１７年にＳＯＣＡＲによりブルガリアに

ガス供給を開始する交渉を行う意図表明書簡に署

名した。
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◆プレヴネリエフ大統領及びミトフ外相：第

６９回国連総会出席

２２日から２６日にかけて，プレヴネリエフ大

統領及びミトフ外相は，ニューヨークで開催され

た第６９回国連総会に出席した。プレヴネリエフ

大統領は，国連気候サミット２０１４で声明を発

表し，国連総会で演説を行った。同大統領は演説

において，ロシアによるクリミアの不法な併合及

びウクライナ東部の衝突は，第二次世界大戦後，

欧州の平和と安全保障にとって最も深刻な脅威の

一つとなった，と述べた。また，同大統領は，テ

ロ組織「イスラム国」による武装襲撃及び殺人を

非難した。同大統領は，国連改革プロセス，特に，

拡大安全保障理事会における東欧地域グループへ

の非常任理事国の枠の配分について賛成するとい

うブルガリアの立場を表明した。

同大統領は滞在中，エジプトのエルシーシ大統

領，米国のユダヤ人組織代表，コロンビアのサン

トス大統領，レイク・ユニセフ事務局長と会談し

た。

また，ミトフ外相は，シリア及び近隣諸国にお

ける人道的状況に関する会合に出席し，ウクライ

ナ，マレーシア，トルコ，マケドニア，イラクの

外相と会談した。

２９日及び３０日，ミトフ外相はワシントンを

訪問し，研究所やシンクタンクの関係者等と会談

した。

◆プレヴネリエフ大統領：アライオロスグル

ープ首脳非公式会合出席

２８日から３０日にかけて，プレヴネリエフ大

統領はポルトガルを訪問し，第１０回アライオロ

スグループ首脳非公式会合に出席した。同会合に

はポルトガル，オーストリア，ドイツ，ラトビア，

ポーランド，ハンガリー，フィンランド，エスト

ニアの首脳が出席した。会合の議題はエネルギー，

移民，成長と競争力を高めるための研究開発の役

割，雇用創出等であった。同大統領によると，現

在のブルガリアにとって内部連結管の建設が最重

要である。ブルガリアはトルコ及びギリシャとの

内部連結管を通じて南ガス回廊の一部であるアド

リア海横断パイプライン（ＴＡＰ）に連結する予

定であり，これによりアゼルバイジャンからの１

０億立米の天然ガス供給が可能となる。

また，同大統領は３０日の会合において，難民

流入から生じる負担の公平な配分，欧州対外国境

管理協力機関（フロンテックス）等の欧州機関の

機能の向上を求めた。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

経 済

１．マクロ経済

◆政府債務残高が対ＧＤＰ比２０％超に上昇

２日の報道によると，７月末時点のブルガリア

の政府債務残高は合計１８４億３３００万レヴァ

で対ＧＤＰ比２２．８％となり，過去７年で最高

の水準に達した。過去２ヶ月間の間で，政府債務

は３５億１７００万レヴァ増加した。これは，主

に６月に国内外の市場で２回の政府債発行が行わ

れたことによる。コーポレート商業銀行（ＣＣＢ）

とファースト・インベストメント・バンク（ＦＩ

Ｂ）の問題も政府債務を増大させた。政府は６月

に５ヶ月政府債１２億レヴァを発行しており，資

金はＦＩＢに預金されたと言われている。さらに，

昨年の政治的危機が国家のファイナンスコストを

引き上げた。ブルガリアの政府債務はＥＵの上限

（対ＧＤＰ比６０％）よりはるかに低い。しかし，

増大する政府債務は，何年もの構造的問題の累積

の結果であり，これらの問題が解決されなければ

政府債務は増大し続け，予算及び納税者に更なる

負担をもたらすことになることが予測される。

◆今年８月の失業率は１０．４％

８日，雇用庁は，今年の失業者数は現時点まで
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で５８，７３０名減少した，と述べた。今年８月

の失業率は１０．４％となり，前月比０．２％ポ

イントの減少，前年同月比０．３％ポイントの減

少となった。今年８月の失業登録者数は３４２，

５０３名であり，前月比４，７４６名の減少，前

年同月比８，９３５名の減少となった。

３０日，アンゲロフ雇用庁長官は，ユーロスタ

ットのデータを引用し，今年の２５歳以下の失業

率は現時点までで４％ポイント減少し，２１．２％

となった，と発表した。同長官によると，ブルガ

リアの若年失業率はＥＵ平均を下回っている。

◆２０１３年の輸出は前年比７．２％増

１２日発表の国家統計局の最終データによると，

２０１３年のブルガリアの輸出は総額４３６億レ

ヴァとなり，前年比７．２％の増加となった。多

くの部門で輸出が増加したが，「動物性又は植物性

の油脂等」（３０．２％増）部門が最も増加した。

同年の輸入額は総額５０５億レヴァとなり，前

年比１．４％の増加となった。最も輸入の増加し

た部門は「飲料・タバコ」（１０．８％増），「雑品」

（９．９％増）である。一方，「動物性又は植物性

の油脂等」（１３．４％減）部門は最も減少した。

２０１３年における貿易収支は７０億レヴァの

赤字となり，前年比で２２億レヴァ減少した。



◆２０１３年の対ＥＵ貿易

１２日発表の国家統計局の最終データによると，

２０１３年の対ＥＵ輸出は２６１億レヴァとなり

前年比９．１％の増加となった。主な輸出先はド

イツ，イタリア，ルーマニア，ギリシャ，フラン

ス，ベルギー及びスペインであり，これらの国で

対ＥＵ輸出の７５．３％を占める。

同年の対ＥＵ輸入は，３０２億レヴァとなり前

年比３．１％の増加となった。主な輸入先はドイ

ツ，イタリア，ルーマニア，ギリシャ，スペイン

である。

２０１３年の対ＥＵ貿易収支は４１億レヴァの

赤字となった。



◆２０１３年の対非ＥＵ貿易

１２日発表の国家統計局の最終データによると，

２０１３年の対非ＥＵ輸出は１７４億レヴァとな

り前年比４．５％の増加となった。主な輸出先は

トルコ，中国，ロシア，ウクライナ，ジブラルタ

ル，セルビア，マケドニアであり，これらの国で

対非ＥＵ輸出の５３．７％を占める。

同年の対非ＥＵ輸入は２０４億レヴァとなり，

前年比０．９％の減少となった。主な輸入先はロ

シア，トルコ，中国，ウクライナである。

２０１３年の対非ＥＵ貿易収支は２９億レヴァ

の赤字である。



◆８月のインフレ率は前月比マイナス０．

２％

１５日の国家統計局の発表によると，８月のイ

ンフレ率は前月比マイナス０．２％となった。年

初比ではマイナス１．２％，前年同月比ではマイ

ナス０．６％となった。また，年間平均インフレ

率はマイナス１．７％となった。



２．経済政策，産業

（１）電力に関連する動き

◆国家エネルギー・水規制委員会による電力

料金引き上げの提案

１９日，国家エネルギー・水規制委員会（ＳＥ

ＷＲＣ）は，３つの送電会社の家庭用電力供給価

格を１０月１日から１０％近く引き上げるべきと

の提案を行った。提案された値上げ率は，ソフィ

ア市を含むブルガリア西部に送電するＣＥＺに対

しては日中９．９７％及び夜間９．８４％，南中

部及び南東部に送電するＥＶＮに対しては日中９．

７％及び夜間９．３５％，北中部及び北東部に送

電するエネルゴ・プロに対しては日中９．８％及

び夜間９．５１％である。家庭用電力料金の平均

値上げ率は９．７９％となる。

また，ＳＥＷＲＣは，再生可能エネルギーによ

る電力，長期電力購入契約による購入電力，工場

の生産活動に伴う熱力による電力生産に対する対

価を含む「公共義務」手数料の８．９８％の値上
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げも提案している。本提案により，自由市場にお

ける非家庭用の中・高圧電力価格についても日中

は２．２％，夜間は１．６％引き上げられること

になる。

この他に，国営電力公社（ＮＥＫ）が最終消費

者に電力を販売する価格を９．８３％引き上げる

ことが提案されている。この値上げにより，ＮＥ

Ｋの収入は２億レヴァ増加する見込みである。グ

リッド接続及び送電のための手数料は８．９％値

上げされる予定であり，これにより送電会社は送

電グリッドの通常機能を維持することが可能とな

る。

３０日，ＳＥＷＲＣは，産業団体や市民の抗議

を受け，１０月１日からの電力料金引き上げの最

終決定を翌日に延期することを決定した。

（注：１０月１日，ＳＥＷＲＣは同日付で電力料

金の約１０％の値上げを最終決定した。）



（２）コーポレート商業銀行問題

◆コーポレート商業銀行の主要株主ヴァシレ

フ氏がベオグラード警察に出頭

１６日のセルビアの報道によると，コーポレー

ト商業銀行（ＣＣＢ）の主要株主であり，国際指

名手配中のツヴェタン・ヴァシレフ氏がベオグラ

ード警察に出頭した。ヴァシレフ氏はＣＣＢの職

員に対する２．０６億レヴァの横領教唆及び横領

幇助の罪で起訴されている。ヴァシレフ氏の弁護

人であるシメオノフ氏は，９月初旬，ヴァシレフ

氏がベオグラードに滞在していること，また，同

氏に対する逮捕状が取り消されればヴァシレフ氏

はＣＣＢ問題に関する証言を行い，銀行の再生に

向けて活動するためにブルガリアに帰国する用意

がある旨述べていた。これに対し，ブルガリアの

検察当局は，引き続きヴァシレフ氏の逮捕と引渡

しを求めるとしていた。

１７日，セルビア当局は，ヴァシレフ氏が１６

日の午前９時に司法当局により拘留されたことを

確認した。ヴァシレフ氏はセルビア当局にパスポ

ートを没収され，毎日午前９時から午後３時まで

の間，セルビア当局に出頭することを要請されて

いる。ＣＣＢの捜査にあたっているゲシェフ検察

官は，記者団に対し，ヴァシレフ氏のブルガリア

への引き渡しには１８日から４０日かかるだろう，

と述べた。

１８日，ソフィア市上級裁判所は，ヴァシレフ

氏に対する逮捕状への異議を退けたソフィア市裁

判所の決定を支持した。弁護人シメオノフ氏は，

ヴァシレフ氏はセルビアとブルガリアの国境を通

過した時点で拘留されるだろう，と述べ，検察当

局は同氏のＣＣＢからの横領を証明する証拠を有

していない，と強調した。他方，ブリズナシュキ

首相は，改めてヴァシレフ氏にブルガリアに戻る

よう呼びかけた。ヴァシレフ氏は，弁護人と共に

ベオグラード警察に現れ，引き渡し手続きが完了

するまではブルガリアに戻るつもりはない，と述

べた。また，同氏は，誰からも裏切られたと感じ

ている，自分はコントロールできない政治的圧力

を受けてきた，と述べ，圧力を与えた人物として

オレシャルスキ前首相やイスクロフ・ブルガリア

中央銀行総裁を挙げたが，他方において，彼らは

操り人形に過ぎない，と述べた。

◆コーポレート商業銀行の特別監視を１１月

まで延期

１６日，ブルガリア中央銀行（ＢＮＢ）は，コ

ーポレート商業銀行（ＣＣＢ）及びその子会社ヴ

ィクトリア商業銀行の特別監視を２ヶ月延長し，

それぞれ１１月２０日，同月２２日までとするこ

とを決定した。当初，同行は９月２１日に営業再

開の予定とされていた。ＢＮＢによると，１０月

２８日から１１月２０日までの間，ＣＣＢの再建

に関心を持つ株主及び投資家はＣＣＢ救済のため

の資本・流動性の提供を提案することができる。

２９日，ポロジャノフ財務相は，ＣＣＢの監査

は１０月初旬に完了する予定である，と述べた。

◆欧州委員会による違反手続の開始

２５日，欧州委員会は，預金保険スキーム等に

関するＥＵ規則を正しく適用していないとして，

ブルガリアに対する違反手続きを開始した。欧州
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委員会は，預金者が速やかに自分の預金へアクセ

スできることを期待している。現在，ブルガリア

の預金保険スキームは，コーポレート商業銀行（Ｃ

ＣＢ）及びその子会社のヴィクトリア商業銀行の

預金者からの払い戻し要求に応えていない。１６

日のブルガリア国立銀行（ＢＮＢ）の決定により，

本件に関する決定は１１月まで行われない見通し

となった。欧州委員会は，正式な違反手続きの開

始として，ブルガリアに対して公式通知書簡を送

付した。ブルガリアの回答期限は１０月１５日で

ある。

（３）エネルギー関連

◆国家エネルギー・水規制委員会委員長の決

定

３日，政府は国家エネルギー・水規制委員会（Ｓ

ＥＷＲＣ）の新委員長として，スヴェトラ・トド

ロヴァ氏を任命した。前委員長のボエフ氏は先月

辞任した。トドロヴァ新委員長はエネルギー分野

における３５年の経験を有しており，２００１～

２００６年にＳＥＷＲＣの委員を務めた他，現在

はウクライナの電力市場の規則に関するＥＵプロ

ジェクトのコンサルタントを務めている。

◆コズロドゥイ原発所長の更迭

１９日のブルガリア・エネルギー公社（ＢＥＨ）

は，コズロドゥイ原子力発電所のイヴァン・ゲノ

フ所長を更迭したことを発表した。新所長として，

２００８～２００９年に同職を務めたディミタ

ル・アンゲロフ氏が任命された。また，ＢＥＨは，

取締役のアレクサンダー・ニコロフ氏の更迭も決

定した。ゲノフ氏及びニコロフ氏は，米国ウェス

ティングハウス社と共同のコズロドゥイ原発新規

原子炉建設計画に深く関与していた。

ゲノフ氏はコズロドゥイ原発の従業員で，オレ

シャルスキ前政権により同所長に任命された。ま

た，同氏はＢＳＰ，ＭＲＦ，ＮＭＳＰによる三党

連立政権の下で取締役を務めた。ニコロフ氏は，

ＧＥＲＢ政権時のトライコフ元経済相により取締

役に任命されたが，後任のドブレフ元経済相によ

り更迭された。その後，同氏は同原発の経営陣に

再任命された。

（４）その他

◆日本企業の技術によるエラツィテ鉱山坑廃

水処理施設完成

６日の報道によると，ソフィア市の建設会社ゲ

オストロイ社は，エトロポレ市にあるエラツィテ

鉱山の坑廃水処理施設の建設を完了した。本施設

は，坑廃水処理を含む最新の工業技術を有する日

本企業，三菱マテリアルテクノ株式会社の技術に

基づき建設された。

◆自国産野菜・果物は流通量の１０％未満

１７日，ブルガリア国立園芸同盟のトリフォノ

フ議長は，記者会見で，ブルガリアの市場で販売

されている野菜及び果物のうち自国産は１０％未

満にすぎず，残りは皆輸入品である，と述べた。

生産者は，新計画期間における補助金の公平な配

分を要求している。同議長は，本分野の状況を危

機的であるとし，もしブルガリアの野菜や果物が

より有力な市場となれば，失業者の多くを占める

低熟練労働者の雇用を創出することになるだろう，

と述べた。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

我が国との関係

◆外交関係再開５５周年記念 平成２６年

度外務大臣表彰及び公館長表彰

日・ブルガリア外交関係再開５５周年にあた

る１２日，日本の岸田外相とブルガリアのミト

フ外相は祝賀メッセージの交換を行った。
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同日，日本大使公邸において，両国の外交関

係再開５５周年を記念して２０１４年度の外

務大臣表彰伝達式，公館長表彰授与式が行われ，

二国間関係の発展に貢献のあった計１４の個

人・団体が表彰された。外務大臣表彰は，日本

語教育に大きく貢献したソフィア大学古典・現

代言語学部東アジア言語文化学科日本学専攻

及びソフィア市第１８総合学校，通訳家・翻訳

家・美術評論家のドブリンカ・ドブリノヴァ－

ダンチェヴァ氏の２団体１個人が受賞した。
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ブルガリア内政・外交の動き(９月)

  在ブルガリア大使館

１（月）

２（火）

３（水）

４（木） ☆プレヴネリエフ大統領：ＮＡＴＯウェールズサミット出席（～５日）（於：英国）

５（金） ●１０月５日の総選挙に向けた公式選挙活動の開始

６（土）

７（日） ●南東部での洪水被害の発生

８（月）

９（火）

10（水） ☆ゲオルギエヴァ欧州委員が次期予算・人事担当欧州委員会副委員長に指名

11（木）

12（金）

13（土）

14（日） ●改革派ブロックの党首選挙が延期

15（月）

16（火） ●ブルガリア中央銀行（ＢＮＢ）がコーポレート商業銀行（ＣＣＢ）及び子会社のヴィクト

リア商業銀行の特別監視を２ヶ月延長し，それぞれ１１月２０日，同２２日までとすること

を決定

☆ＣＣＢの主要株主ヴァシレフ氏がベオグラード警察に出頭

17（水）

18（木）

19（金） ●国家エネルギー・水規制委員会による家庭用電力料金の約１０％引き上げの提案

●コズロドゥイ原発のゲノフ所長が更迭

☆プレヴネリエフ大統領：アゼルバイジャン訪問（南ガス回廊建設着工式出席）（～２０日）

20（土）

21（日）

22（月） ☆プレヴネリエフ大統領・ミトフ外相：第６９回国連総会出席（～２６日）

23（火）

24（水）

25（木） ☆欧州委員会によるブルガリアの預金保険スキームに関する違反手続の開始

26（金）

27（土）

28（日） ☆プレヴネリエフ大統領：第１０会アライオロスグループ首脳非公式会合出席（～３０日）

（於：ポルトガル）

29（月） ☆ミトフ外相：米国訪問（～３０日）（於：ワシントン）

30（火）
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ブルガリア経済指標の推移 （出典：国家統計局，中央銀行）
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ブルガリア主要経済指標 （出典：中央銀行）

＜GDP成長率と国民一人当たりGDP>

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 Q1 Q2

GDP成長率 (％) 6.2 -5.5 0.4 1.8 0.6 0.9 1.4 2.1

GDP per Capita (BGN) 9,090 9,007 9,359 10,248 10,689 10,752 - -

＜財政収支＞

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014Q1

財政収支 （million BGN) 1,156.7 -2,960.6 -2,197.9 -1,491.6 -604.4 -1,177.7 -19.6

財政収支GDP比 (％ of GDP) 1.7 -4.3 -3.1 -2.0 -0.8 -1.5 0.0

<失業者数及び失業率＞

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 Jan  Feb Mar Apr May June July Aug

失業者数 （千人） 232 338 342 342 376 386 401 401 399 387 367 351 347 343

失業率 （％） 6.3 9.1 9.2 10.4 11.4 11.8 12.2 12.2 12.2 11.8 11.2 10.7 10.6 10.4

＜消費者物価上昇率と月額平均賃金＞

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 Jan Feb Mar Apr May June July Aug

消費者物価上昇率 （％） 7.8 0.6 4.5 2.8 4.2 -1.6 -0.2 -0.4 -0.2 0.3 -0.5 -0.4 0.4 0.4

月額平均賃金 (BGN) 545     609     648     686 731 808 794 780 813 834 816 802 - -

＜対外債務＞

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 Jan Feb Mar Apr May June July

政府部門対外債務 (million EURO) 3,935.9 4,208.3 4,326.9 4,205.0 4,578.9 4,062.4 4,100.7 4,093.5 4,086.6 4,053.9 3,995.6 4,020.9 5,356.7

民間部門対外債務 (million EURO) 33,310.6 33,608.2 32,699.4 32,089.8 33,201.2 33,276.5 32,892.2 32,713.2 32,780.0 32,899.5 32,955.3 33,022.6 32,862.8

＜対内直接投資と貿易収支＞

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 Jan Feb Mar Apr May June July

対内直接投資 (million EURO) 6,727.8 2,436.9 1,151.2 1,330.2 1,141.7 1,156.7 90.0 221.2 446.7 544.9 689.7 751.3 825.3

貿易収支（FOB） (million EURO) -8,597.7 -4,173.9 -2,763.7 -2,156.1 -3,460.3 -2,430.0 -354.2 -570.2 -869.6 -1,224.3 -1,459.4 -1,608.2 -1,684.4

輸出（FOB） (million EURO) 15,204.0 11,699.2 15,561.2 20,264.3 20,770.2 22,271.4 1,582.6 3,231.5 4,864.1 6,621.3 8,405.8 10,289.5 12,328.7

輸入（FOB） (million EURO) 23,801.7 15,873.1 18,324.8 22,420.4 24,230.4 24,701.4 1,936.8 3,801.7 5,733.7 7,845.6 9,865.2 11,897.7 14,013.1


